　　　１９年度　東京書籍教科書　検討の観点と内容の特色　　　

	書名
	教番
	英語ライティング  PROMINENCE English Writing
	２東書・英W001

	項　目
	観　点
	特色・具体例

	１．内容の選択・

程度

　
	＊学習指導要領、教科の目標を達成するため必要な教材が適切に用意されているか

＊基礎的・基本的事項の理解や習得のため

　適切な配慮がなされているか


	○｢悩みごと相談の手紙を書く｣，｢ロボペットの広告を書く｣，｢インターネットを利用してオンライン・ショッピングを行う｣など，「発信型コミュニケーション能力の育成に役だつ練習や課題が数多く取り入れられている。

○どのタスクにおいても，目的とする基本的学習事項が明確である。例えば，Step 11のTask 2では，「適切な副詞を使って」と指示されており，場面に応じた副詞の活用のしかたを習得することに焦点が当てられている。

	２．組織・配列・

　　分量


	＊内容の組織・配列は、学習指導を有効に

　すすめられるように考慮されているか

＊分量は学習指導を有効に進められるように考慮され・精選されているか


	○全体は３つのPARTで構成されている。それぞれのねらいは，PART 1は単文を書く練習，PART 2は単文と単文をつなぎ合わせてパラグラフを組み立てる練習，PART 3はパラグラフとパラグラフをつなぎ合わせてまとまった文章を書く練習と，単文から長文へと段階を追ってライティングの練習を行えるように配慮されている。

○PART 2では，モデルパラグラフの文章構成を図解入りで解説したTips for Writingのコーナーを設けてあり，文章の構成の仕方，論理的思考を具体的に学習できるように配慮されている。

	３．表記・表現及び使用上の便宜


	＊学習意欲を高めるための配慮がなされているか

＊用語・記号の取り上げ方や記述のしかた

　は適切か

＊印刷の鮮明さ、活字の大きさ、行間、製本などは適切か
	○判型はB5変型判であり，学習者が書き込みをするスペースが存分に確保されている。

〇文法事項等の説明に際し，難解な用語の使用は避けられ，できる限り平易な表現が用いられている。

○印刷は鮮明である。活字は重要な箇所は太字にするなどの工夫がなされている。行間は適切な長さが取られており見やすい。製本は堅牢である。

	４．総合所見
	＊上記観点からみた、全体的・総合的な

　当教科書の特徴　
	○学習者にとって身近な題材をふんだんに取り入れ，単文から始めてパラグラフ，さらには長文へと，楽しみながらライティングができるように工夫されている。

○文章構成法や論理的思考法を重視した内容で，将来，入試の小論文対策なども意識されており，実践的コミュニケーション能力の育成を標榜する新しいタイプの教科書である。
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